










































































































域モデルを提唱した。男性役割は，伝統的な男性役割の 5 側面と新しい男性役割の 4 側面
をまとめた 4 領域から成っている。これらの男性役割への態度の多くの側面に影響するの
は，母親の期待や恋人との結婚の可能性，組織風土である。各領域における男性役割態度の
関係は，両立，相反，無関連の 3種類ある。「仕事と家庭の領域」では，2つの男性役割態
度が両立し，かつ職場において異なる影響がある。「心身の強さの領域」では，「女性的言動
の回避」と「強さからの解放」は，独立しているが，どちらの男性役割態度も，公的場面で
ネガティブな影響がある。「望ましい人間のあり方の領域」では，2 つの男性役割態度が両
立し，社会人男性においては，他者への配慮が仕事の肯定感に結びついている。「女性への
振る舞い方の領域」では，2つの男性役割態度が両立し，どちらも職場や家庭においてネガ
ティブに機能している。同モデルに基づけば，男性は，異性や働く組織の影響を受けて多く
の男性役割を志向し，公的場面でジレンマを感じたり，公私ともに対人関係を悪化させるた
めに，生きづらさを感じると考えられる。 
最後に，研究領域への貢献と社会的含意，限界と今後の展望が議論された。 
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